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報 告

近畿病院図書室協議会第１８回総会は、１９９２年３月２３日（月）午後、淀川キリスト教病

院本館５階講義室において開催された。当日の出席者は３０ｍｍ、委任状提出機関は２１

機関であった。

白方誠禰会長の挨拶の後、議長に浜口恵子氏（ 高槻赤十字病院 ）、両議長に中嶋和子氏

（ 西宮市立中央病院 ）、書記に花北まゆみ氏（ 姫路赤十字病院 ）を選出し、次いで議案審

議に入った。提出議案は７題で、それぞれ満場一致で可決された。

会長、事務局長は、役貝会で選出された現白方誠禰会長、現小田中徹也事務局長がそれ

ぞれ承認された。また、役貝の改選が行われ、幹事９名、会計監査２名が選出された。

なお、総会に先だって、国立京都病院精神科波多野和夫先生による特別講演「 失語症一

言葉を失うとは何か 」が行われた。

議案日程

議案Ｉ 平成３年度活動報告

議案ｎ 平成３年度会計報告・監査報告

議案ｆｆｌ 平成４年度活動方針

議案ＩＶ 平成４年度事業計画

議案Ｖ 平成４年度予算

議案ＶＩ 役員改選

議案ＶＩＩ 会長・事務局長承認

議案 工 平成３年度活動報告

は じ め に

今年度は一昨年から取組んでいる医学雑誌総合

目録の改訂版発行と束海地区との協力拡大を活動

の主眼とした。また、継続事業では会報と会誌

『 病院図書室 』のｍｍ形態の再検討、研修会の企

画では初心者向けに内容の幅を広げた。また各事

業の運営にあたっては一般会貝の協力が定着し東

海地区会貝の参加が新たに加わった。

まず、総合目録の改訂作業では編集方針を「 個

別誌名記入方式 」に変更したこともあり、編集委

貝の努力にも拘らず煩雑なデータ点検と修正作業

に予想以上の時間を要している。従ってこの作業

過程で開始する予定であった分担保存の作業には

入ることが出来なかった。今後の計画としては、

データ入力をパソコン上で処理しこの後に分担保

－ ２５－



病院図書室 Ｖｏ□２Ｎ〔ｌｌ・２．１９９１・１９９２

存のデータを収集し て、予定では来年度早々の発

行を目指している。改訂版の早期発行と分担保存

の実現化を待たれている会員各位には理解と協力

を得たい。

東海地区との協力拡大では、今年度３機関から

の入会があり、現在７機関の会員を数えている。

８月には当地区会員が名古屋市で連絡会を開き協

力活動の在り方や秋の第３回名古屋研修会につい

て話合った。ネットワークとし ての有効性を発揮

するには今より以上の会員拡大が必要であること

を確認した。そのためにはまず当地区の会員が活

動の中心となり、協議会が支援し ていく形で進め

ていくことになった。来年度は協議会としても当

地区の意向を考慮しながら積極的な拡大活動を進

めることが必要と思われる。

次に、協議会の発足以来続けてきた会報と会誌

の現在の発行形態については従来からともすれば

編集上の足柳となっていた。それは両誌の役割に

おける不明確性、会報頁数の制約、会誌発行サイ

クルの問題点などである。そこで会報を会誌『 病

ためにお願いした。両側面で大きな働きがあり、

東海地区での活動にも生かされるものと期待され

る。また、各事業部では担当幹事の他に一般会員

からも事業部員として協力を得る形が定着し、多

大な役割を担っている。

対外交流では今年度も日本医学図書館協会をは

じめとする関連諸団体と例年通りの交流を行なっ

た。その中で、日本医学図書館協会では病院図書

室とのネットワーク形成の具体化を模索している

ことが窺われる。また、日本病院会からは全国図

書室研究会の開催について今年度は後援への協力

を要請されたが、来年度は関西での開催協力を要

請されている。これまでの実績と意義を考え、こ

れを受け ていくことになった。

以上、今年度のｍｍを概観した。ネットワーク

の拡大と共に個々の会員は多様化してい る。協議

会活動や各事業においてはきめ細かな配慮がます

ます必要と思われる。

院図書室 』へ統合して季刊化する方向で、協議会 エー１

活動との関連、編集体制、経費に関して幹事会と

編集部で検討を重ねた。経費以外は好結果を得る

各事業部報告

であろうとの判断からこれを一本化し、充実した １－１－１．研 修 部

定期刊行物の発行を目指すことにした。なおこれ

に関連して、今年度の会誌『病院図書室 』発行に

つい ては予算の関係から移行処置として来年度と

合併して発行することにした。

研修活動では３回の定例研修会の他に、第３回

名古屋研修会と新人向けの第１回勉強会を開催し

た。名古屋研修会では参加者は２４名と減少したも

のの、この地区における定例研修会とし て定着し

来年度からは東海地区の会員による運営も期待さ

れている。勉強会は初めての試みであったが予想

を上回る参加者があり、また定期的な開催も要望

されるなど会員においては基礎的な内容への要求

も強いことが明らかとなった。

この他、継続事業の中で統計調査については今

年度から東海地区の会員が担当し、重複雑誌目録

の発行と年次統計調査を実施した。これは幹事と

し ての協議会運営への参画とともに、当地区の会

員から協議会運営や事業活動につい て理解を得る

－２６

〔 第６２回研修会 〕

日時：１９９１年７月３日（水） １０：００～１６：００

場所：住友病院 講堂

会費：会 員 １，０００円

非会員 １，５００円

プログラム

１ ① 製本雑誌に関する意識調査

千住 とも子（ 日生病院 ）

② 分担保存の実施に向けて

重富 久代（ 京都市立病院 ）

座長 浜口 恵子（ 高槻赤十宇病院 ）

２ 医学雑誌一編集企画から発行まで一

講師 永井 忠雄（ 永井書店 ）

３ 脳神経外科学領域の雑誌について

講師 水川 典彦

（ 社会保険神戸中央病院脳神経外科部長）



参加者：２８名（ うち非会員１名）

〔第６３回研修会 〕

日時：１９９１年１２月１８日（水） １０：００～１６：００

場所：淀川キリスト教病院 オリーブ棟３階講堂

会費：会 員 １，０００円

非会員 １，５００円

プログラム

１ 病院図書室に於ける医学関係図書・雑誌の

購入方法

講師 泉谷 嗣郎（ 大阪赤十字病院 ）

２ 〔 医学の基礎知識 〕

アレルギーの臨床について

講師 玉置 昭治

（ 淀川キリスト教病院皮日科部長）

３ パソコンを使っての雑誌特集記事の活用

講師 飯田 育子（ 浜松赤十字病院 ）

－ アンケート報告‐

近畿病院図書室協議会会に機関におけ

るパソコンを使った特集記小活用状況

近畿病院図書室協議会

ネットワーク研究班

参加者：３０名（ うち非会貝４名 ）

〔 第６４回研修会 〕

日時：１９９２年３月２３日（月） １０：００～１２：００

場所：淀川キリスト教病院

会費：５００円

プログラム 〔 事例・研究報告会 〕

１ ＣＤ－ＲＯＭ文献検索システムの導人と利

用状況

大橋 真紀子（ 社会保険中京病院 ）

２ 大阪労災病院におけるＣＤ－ＲＯＭ文献検

索の利用状況

松井 美抄枝

田中 道夫（ 大阪労災病院 ）

３ コンテンツ・サービスについて

山崎 捷子（ 淀丿目キリスト教病院 ）

４ 松阪中央総合病院の図書室業務

森川 治美（ 松阪中央総合病院 ）

５ 今後の病院図書室のあり方について

病院図書室 Ｖｏ口２Ｎａｌ・２，１９９Ｍ９９２

一図書委員会と図書館員の役割－

前田 元也（ 西淀病院 ）

座長 徳田 雅子

（ 大阪府立母子保健総合医療センター ）

参加者：３４名（ うち非会貝２名）

〔 第３回名古屋研修会 〕

日時：１９９１年１１月２８日（木）

場所：名古屋第一赤十宇病院

１０：３０～１６：００

古川講堂

第二会議室

会費：１，５００円

プログラム

１ 大学と病院間の相互貸借につい て

一受ける側の立場から一

講師 山本 泰雄

今村 久恵

（ 名古屋市立大学医学部分館 ）

２ 分類と貸出について

講師 山室 真知子（ 京都南病院 ）

松本 純子（ 住友病院 ）

〔 事例報告 〕

①名古屋第一赤十字病院における分類と貸出

大平 美里

（ 名古屋第一赤十字病院 ）

②松阪中央総合病院の図ｍｉ業務

森川 治芙

（ 松阪中央総合病院 ）

参加者：２４名（ うち非会員１１名 ）

〔 第１回勉強会 〕

日時：１９９１年９月２６日（木） １３：００～１７：００

場所：回生行護学院

会賞：５００円

内容：病院図書室の基本的な業務につい て

ー“ 医学資料の整理と利用 ”を使って

講師 山室 真知子（ 京都南病院 ）

松本 純子（ 住友病院 ）

林 伴子

（ 社会保険神戸中央病院 ）

－２７－



病院図書室 Ｖｏｌ．１２Ｎａｌ・２，１９９１・１９９２

参加者： １７名（ うち研 修部 ３名 ）

第６２・６３回研修会はテーマを雑誌（ 定期刊行物）

に絞り企画した。６２回では今後協議会の相互協力

活動の１つとして重要となる雑誌の分担保存の実

施に向けての準備状況の報告と、それに関連して

雑誌の製本について会員からのアンケートによる

担当者の意識が報告された。６３回では欧文雑誌を

中心とした価格の見積から決定、購入に至るまで

の詳細な説明と、雑誌特集記事のパソコンによる

活用の実例が報告された。従来から継続してきた

テーマ〔 医学の基礎知識 〕は最近話題になってい

る「 アレルギー 」について取り上げた。また、新

しい企画として医学各専門領域における雑誌を取

り上げ、第１回として脳神経外科領域の雑誌につ

いて、実際に利用している専門医の立場からの講

演を受けた。担当者とは違った側面からの知識が

得られるため、今後も継続して行きたい。

第６４回研修会の事例・研究報告会には演題５題

が提出された。昨年来、徐々に導入されつつある

ＣＤ－ＲＯＭに関する演題２題の他、日常の図書

室業務からの報告である。

第３回名古屋研修会では名古屋地区からの実務

に関連した企画をとの要望もあって相互貸借と分

類、貸出という図書室業務では欠くことの出来な

い業務について講義と事例報告を行った。今回の

参加者をみてほぼ固定し てきた観がある。東海地

区での会員も増加してきており、次回は地区会員

による企画運営が予定されてい る。

勉強会は従来研修会の中で行ってきた実務に関

する研修を独立させ、勤務交代や、新入会による

担当者を対象に企画したものである。今回はその

第１回とし て図書室の基本的な業務について、概

論的な講義を行った。研修会では取り上げにくい

１． 今年度は雑誌という１つのテーマにこだわ

って企画したが、雑誌以外の実務からやや離れた

点は否定出来ない。研修会終了後のアンケート結

果にも基本的な実務実習を望む声が多く寄せられ

ている。しかし、一方では基本的なことよりも、

新しい情報の入手希望もあり、企画する上で今後

も検討を重ねて行かねばならない課題である。

２． 以前より研修部の懸案事項であった新任者

のための研修を勉強会の形でやっと実現できた。

前述した実務に関する研修の一部は補えたと考え

る。参加者の中には、今まで研修・勉強会に参加

しなかった担当者も多く、これを機会に研修会へ

の積極的な参加を期待する。会終了後、次回開催

を希望する声も有り、次年度にも継続して開催す

る予定である。

３． 事例・研究報告会に演題がなかなか集まら

ない事は以前より問題となっていたが、今年度も

新たな対策を講じる事が出来なかった。前もって

研究依頼を行うなど、活性化への対策を今後も検

討してゆきたい。

４． 研修会の資料提供については今年度より実

費提供することになった。

５． 来年度には「日本病院会全国図書室研究会」

共催が予定されており、各会貝の一層の協力を願

いたい。

６． 名古屋研修会に関しては、入会には至らな

いが今後も研修会の継続を望む参加者は多い。地

域の要望に沿った研修会を行うためにも来年度は

東海地区会員機関による企画運営を予定している。

今年度は研修部員として、名古屋第一赤十字病

院 大平美里氏、大阪府立母子保健総合医療セン

ター 徳田雅子氏の協力を得た。

名古屋研修会では今回も名古屋第一赤十字病院

に会場を提供して頂き、東海地区会員の協力が得

られた。

各図書室での問題も参加者が自分の問題として捉 今年度の研修会参加費は １１４．０００円、 支出

え、話し合う串で解決の方向が見いだせればと考 は ２１５，８５０円であった。

える。

〔 まとめと今後の問題点 〕

－２８－



１－１－２． 会報会誌編集部

今年度編集部では会報１８巻１号～１８巻６号まで

を発行した。ただし、１８巻５、６号は合併号とし

た。また、会誌「 病院図書室 」は次年度会報・会

誌の発行形態の変更が予定されているため、今年

度末の発行を中±した。

１． 会報の発行日と内容

会報１８巻１号（１９９１／５／１５，２０Ｐ）

会長挨拶、第１７回総会報告、近畿病院図書室

協議会医学文献Ｆａｘ基準料金表、会則、幹事会

報告（ 平成２年度第６回、平成３年度第１回）

会報１８巻２号（１９９１／７／１２，６Ｐ）

巻頭言（ 会報・会誌編集雑感 ）、「 医学用語

あれこれ １ 」、新幹事紹介、病院図書室紹

介「 松阪中央総合病院図書室 」、シリーズ各

部紹介「 事務局 」、幹事会報告（ 平成３年度

第２回 ）、新会員紹介

会報１８巻３号（１９９１／８／３０，６Ｐ）

巻頭言（ 仲間がいるってすばらしい ／）、第

６２回研修会報告、１９９１年度日本病院会全国図

書室研究会案内、第６２回日本医学図書館協会

総会参加報告、第８回図書館情報サービス研

究大会参加記 ）、病院図書室紹介「 日本赤十

字愛知女子短期大学図書館 」、シリーズ各部

紹介「 編集部 」、幹事会報告（ 平成３年度第

３回 ）

会報１８巻 ４号（１９９１／１１／２６．１６Ｐ）

ＣＤ－ＲＯＭ特集（ＣＤ－ＲＯＭ導入に向けてのガイ

病院図書室 Ｖｏｌ．１２Ｎａｌ・２，１９９１・１９９２

病院図書室紹介「 更生病院図書室 」、シリー

ズ各部紹介「 医学雑誌総合目録編集委員会」、

ＡＤＯＮＩＳ説明会参加記、第１８回総会および

事例報告会案内、コンピュータづ

幹ｑ］ｉ会報告（ 平成３年度第５回 ）

２．会報会誌発行経費

会誌第１１巻

会報第１８巻１号

会報第ｌ８巻２号

会報第１８巻３号

会報第１８巻４号

会報第１８巻５／６号

印刷費

３３９．０００円

７９．９２８円

２１，６３０円

２１，６３０円

５７，６８０円

５７，６８０円

郵送料

２７，７７０円

１０．９３９円

９．０３８円

９．０３８円

１５，４１５円

１１，４２３円

原稿料２５，０００円、レイアウト用紙９．０００円、

その他２，５０５円

３． 編集体制について

今年度は新たに国立姫路病院図書室田中泉美さ

んを編集委則 こ加え、従来の委員５名（ 首藤、中

嶋、浜口、前田、山崎 ）の計６名で会報の編集発行

を行った。スタッフが増え、一人づつの負担が若干

軽減した。役割分担はスムーズで特に問題はない。

編集会議は今年度Ａ 回開いた。日程および場所

は以下のとおりである。

第１回（１９９１／５／８， 回生看護学院で編集作業

の勉強会も兼ねて ）

第２回（１９９１／７／３０、大阪回生病院 ）

第３回（１９９１／１１／２１、 西淀病院 ）

第４回（１９９２／３／１２，淀川キリスト教病院 ）

ダンス、ＣＤ－ＲＯＭ導入図書室へのアンケート）、 ４．印刷所について

「 医学用語あれこれ ２ 」、病院図書室紹介 今年は会報全５号を小西印刷で作成した。

「大阪警察病院図書室」、近畿病院図書室協議

会会員名簿、幹事会報告（平成３年度第４回 ） ５． 総括と今後の課題

今年度の会報は概ね順調に発行することができ

会報１８巻５／６合併号（１９９２／３／２３．１６Ｐ）

会報１００号記念（ 記事３本 ）、名古屋研修会

報告、名古屋研修会参加記（ 記事２本 ）、第

６３回研修会報告、「 医学用語あれこれ ３」、

た。しかし、会誌の発行を見送ったため、例年よ

り時間的に余裕があったにもかかわらず、各号の

発行については一部発行期日の遅れがあった。諸

々の事情はあれ、発行期日はやはり守られるべき

２９－
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であったと思う。一方、内容に関しては今年度よ

りシリーズで「 各部紹介 」と「 医学用語あれこれ」

を企画し、従来のシリーズおよび特集記事と併せ

て好評であった。また、今年度は編集委員の勉強

会を開き、編集に関する基礎知識の修得に努めた。

これらの経験が今後生かされることを期待したい。

今年度の活動について、その他特筆すべきことは

ない。

会報会誌の発行形態および内容についてはかね

てより問題になっていたが、今年度はこれらにつ

いて幹事会、編集部で解決策を検討した。その結

果、従来の会報会誌を一本化した機関誌を発行す

る案を今総会に諮ることとなった。発行経費や編

集体制についてはさらに検討が必要であり、定期

的な刊行に関してもより一層の努力が必要である。

Ｉ－１－３． 統計調査部

重複雑誌目録作成について

ａ．調査対象雑誌：１９９０年１月～１２月発行の和

ｂ

Ｃ

Ｃ

ｄ

調 査 時 期：１９９１年６～７月

調 査 項 目：Ｌ施設の状況 ２．施設・建

物 ３．職員 ４．図書委員会 ５．蔵書

６．経費 ７．整理業務 ８．利用者統計

９．視聴覚資料・機器 １０．図書出版物

１１．所蔵二次資料

ｅ．作 業 経 過：

１９９１．６．２５

１９９１．７．２５

１９９１．９～１０

１９９２．１～２

１９９２．２．２９

ｆ．参 加 病

ｇ．経

院

費

年次統計調査用紙発送

回答締切日

未回答施設に電話等で督促

年次統計調査集計作業およ

び印刷

年次統計調査報告書発送

（ 会員及び地域病院図書室

ネットワーク６機関 ）

５２施設（ 参加率７２参）

８．４４０円（１００部 ）

文献相互貸借件数（１９９１．４～ １９９２．３ ）

（１） 相互貸借サービス実施施設 ４２施設（８げ ）

・洋雑誌で協議会各図書室が重複して受 （２）

け入れたもの

調 査 時 期：１９９１年６～７月

作 業 経 過：

１９９１．６．２５ 重複雑誌調査用紙発送

（ 協議会会員７１機関 ）

１９９１．７．２５ 回答締切日

１９９１．９．１． 重複雑誌目録発送（会員宛）

ｄ．参 加 病 院：１９施設

〔 内訳 〕高山赤十字、社保中京、日赤愛

知女子短大、大津赤十字、西陣、大阪逓

信、大阪赤十字、耳原、大阪労災、南大

阪、阪和記念、高槻赤十字、医真会八尾

社保神戸中央、西宮中央、島根県立串央、

社保広島市民、近森、福岡徳洲会

ｅ 重複雑誌タイトル数：

１５３誌（ 和雑誌６５誌、洋雑誌８８誌 ）

２．年次統計調査の実施と報告書の作成について

ａ．調査対象機関：協議会会員７３機関

ｂ．調査対象期間：１９９０年４月～１９９１年３月

／／ 非実施施設 １０施設（１邱 ）

受付件数（ 貸し ）

＊ ２年度中にサービスをしなかった施設

１４施設

ａ．総 件 数 ２，７４７件 ／３６施設 平均 ７６件

最大 ４０４件、最小 ２件

ｂ．相手施設

協議会加盟施設

３６施設で延べ５４５施設宛にサービス

をしており、１施設あたり平均１５施

設にサービスをしていることになる。

協議会外の施設

２３施設が協議会外の施設にもサービ

スしており、延べ１０９施設で、ｌ施設

あたり平均 ５施設にサービスをして

いることになる。

（３） 依頼件数（ 借り）

＊２年度中にサービスをしなかった施設

１４施設

ａ．総 件 数 ７，４４５件／３８施設 平均 １９５件

最大１，４４９件，最小１件

－ ３０－
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依 頼 先 件 数 陶 平均件数

協 議 会 加 盟 施 設 ２．４５２件／３８施設（ ３３．０参） ６４ 件

ＪＭＬＡ近畿地区加盟館 １，７０３件／３８施設（ ２２．８価） ４４ 件

ＪＭＬＡ近畿外加盟館 ２，６６６件／３８施設（ ３５．８価） ７０ 件

海 外 （ ＢＬＤＳＣ等 ） ３４件／３８施設（ ０．４ｆも） ０．９件

そ の 他 ５０９件／３８施設（ ８．０価） １６ 件

１－１－ ４． 医学雑誌総合目録編集委員会

＊ このうち、現物借り４件

卜 ２． 組織活動について

昨年度に引き続き、編集委貝５名で作業を進め

た。各会ほから回収したデータシートのチェック Ｉ－ｎ １． 幹 事 会

と個別誌名記入方式への変更作業が予想外に手間

取っている。並行事業の分担保存については、 ６ 今年度の幹事は昨年度と同じく９会員で事業運

月の事務局会議で作業手順を検討した。目録デー 営にあたり、特に今年度からは東海地区からも１

夕の入力後に、分担保存に該当する雑誌所蔵会員 名幹事に加わった。各事業活動の報告と協議が議

（ 雑誌別に受入開始年の古い順に５会員 ）に分担 題の中心であったが、会報と会誌『病院図書室 』

リストを送って可否を問い合わせ、その結果が揃 の発行形態の変更については数回に亘り検討を重

った段階で最終的に選別して分担雑誌を決定する ねた。また、来年度の全国図μ室研究会の開催協

ことにした。分担保存雑誌には目録本体の所蔵会 力や図書館業務の共同化などについても討議した。

員名の頭に＊印をコンピューターで打ち出すよう 以下、開催日と会場を挙げる。

プログラムを変更した。 ① ４／１１；住友病院 ③ ６／１３；国立京都病院

１０月には富士通の汎用コンピューターに格納さ ③ ８／８；回生看護学院 ④ １０／３；淀川キリスト

れている所蔵・欠号データを、まず富士通のパソ 教病院 ⑥ １２／１２；国立京都病院

コンに移し、次にＭＳ－ＤＯＳに、さらに ｄＢＡＳＥ ⑥ ２／１３；回生看護学院

ⅢＰＬＵＳに落とすことができた。ｄＢＡＳＥｆｆｌＰＬＵＳ

による目録データ入力のプログラムも完成した。

１１月の第４回目録編集委員会で、パソコン人力の Ｉ－２－２． 役 員 会

方法について、小田中事務局長から説明を受け、

ＮＥＣのパソコンを使って試行した。 平成４年３月２日淀川キリスト教病院で開催し、

当初の予定より大幅に遅れているが、早急にデ 白方会長司会の下に事務局、各事業部から今年度

一タのチェックを完了し、スケジュールを立て直 の事業活動を報告した。この中で特に会費と会の

して、夏には出版できるよう努力する。 名称変更について論議が集中し、来年度の重要検

討課題とすることにした。

次に、会則第７条に従い来年度の会長と事務局

－ ３１－
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長の選出を行なった。それぞれ白方誠弥現会長

（ 淀川キリスト教病院院長 ）と小田中徹也現事務

局長（ 国立京都病院図書室司書 ）が再選され、総

会に諮ることになった。

Ｉ ２ ぺ

讐｜ 会員の状況

（１）会員数：７３機関 （ 会報１８（４）’９１号 参照 ）

内訳：病院 ６６機関 ／教育施設 ７機関

近畿地区 ５９機関 ／近畿外；１４機関

（２）異動： 入会； 大阪警察病院（ 大阪 ）、松阪

中央総合病院（ 三重 ）、愛知

県厚生農業協同組合連合会更

生病院（愛知 ）、日本赤十字

愛知女子短期大学（ 愛知 ）

退会； なし

Ｉ－２－４． 対 外 交 流

（３） その他

病院図書室研究会や各地の関連団体とは出版物

交換を中心に寄稿など例年通りの交流があった。

また、会員の間では各種学会や研究会での発表な

どを行なった。（１－２－５．学会、論文発表 参照 ）

Ｉ－２－５． 学会、論文発表

〔 学会発表 〕

（１） 第８回図書館情報サービス研究大会

（ ６月、米子 ）

小児病院図書室のネットワーク

＊神奈川県立こども医療センター

○山口 文子

大阪府立母子保健総合医療センター

徳田 雅子

＊埼玉県立小児医療センター 篠原 邦子

＊茨城県立こども病院 須藤 尚美

＊国立小児病院 山口まどか

＊ 非会員

（１） 日本医学図書館協会（ ＪＭＬＡ ） （２） 第４１回日本病院学会（ ６月、名古屋 ）

第６２回総会（６／１４ 日本歯科大学 ）に幹事の山 医療従事者の生涯教育に対する図書室の役割

室真知子氏が出席したのを始め、地区例会にも以 名古屋第一赤十字病院 大平 美里

下に示すごとく出席した。第５１回地区例会（５／１４ 笠原 廣子

大阪市立大学 ）；幹事の首藤佳子氏と松井美抄枝 （３） 第４１回日本病院学会（ ６月、名古屋 ）

氏出席。 第５２回地区例会（ｌＯ／４近畿大学 ）；幹 病院図書室におけるＣＤ－ＲＯＭ文献検索

事の加島民子氏と松本純子氏出席。 第５３回地区 社保中京病院 大橋真紀子

例会（Ｈ４／１／２７大阪大学 ）；事務局長の小田中徹 （４） 第４１回日本病院学会（ ６月、名古屋 ）

也と幹事の前田元也氏出席。 病院図書室の情報提供サービス、期待される

この他にも出版物の協会会員価格での頒布案内 図書室へ

や各種研修会の案内があり、例年通りの交流があ 公立陶生病院 青山真奈美

った。 ＪＭＬＡでは病院図書室とのネットワーク （５） 日本病院会全国図書室研究会（ ９月、東京 ）

形成の具体化に向けこれまで以上に積極的に検討 看護婦、コメデカルスタッフの利用状況

を重ねている様子が総会や例会、会報などから窺 星ケ丘厚生年金病院 首藤 佳子

われる。 （６） 日本病院会全国図書室研究会（ ９月、東京 ）

（２） 日本病院会 事務職員の利用状況

全国図書室研究会（９／１３－１４ 東京 ）の開催にあ 公立陶生病院 青山真奈美

たっては後援の形で協力し、会員への案内と積極 （７） 第２９回日本社会保険医学会（１０月、千葉 ）

的な参加を促した。また、来年度の同会の関西で 病院図書室と生涯教育

の開催については従来通り協力を要請されており、 社保広島市民病院 岡橋郁子、岡本美保子

これを受ける予定になっている。 赤木 笑人
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（８） 第２９回日本社会保険医学会（１０月、千葉 ）

Ｌ－トリプトファンの副作用情報の伝達メデ

ィアとタイムラグについて

星ケ丘厚生年金病院 首藤 佳子

道下 佳子

（９） 第２９回日本社会保険医学会（１０月、千葉 ）

図書室へのＣＤ－ＲＯＭ文献検索導入の経験

社保中京病院 大橋真紀子、松本弘

若原寛行、岡地賞

〔 論文執筆 〕

（１） 小田申徹也（ 国立京都病院 ）

図書館年鑑１９９２年度版 日本図書館協会

近畿病院図書室協議会紹介

（２） 首藤佳子（ 星ケ丘厚生年金病院 ）

近畿病院図書室協議会

一病院図書室ネットワークの試み

医学図書館 ３８（１）：２２－２８，１９９１

（３） 松井美抄枝（ 大阪労災病院 ）

大阪労災病院における新たな図書室づくり

医学図書館 ３８（３）：２９５－３００．１９９１

（４） 首藤佳子（ 星ケ丘厚生年金病院 ）

シンポジウム「 利用者多様化における図書室

の役割 」一看護婦，コメディカルスタッフの

利用状況

ほすぴたるらいぶらりあん １６（３）：３５－３７．

１９９２

（５） 青山真奈美（ 公立陶生病院 ）

シンポジウム「 利用者多様化における図μ室

の役割 」一事務職几の利用状況

ほすぴたるらいぶらりあん １６（３）：３７－３９．

１９９２

（６） 山口文子
＊
（神奈川県立こども医療センター）

徳田雅子（大阪府立母子保健総合医療センター）

＊ 非会貝

小児病院図書室のネットワーク

医学図書館 ３８（４）：４０６－４０８．１９９１

１－３ ネットワーク研究班

病院図書室 Ｖｏ□２Ｎａｌ・２，１９９Ｍ９９２

分担保存の在り方と方法について、総合目録の

改訂作業と連携して事業化する方向で作業を進め

た。内容的には昨年度の延長であったが、具体的

刳 乍業は来年度に持ち越す結果となった。

コンピューター利用については、第６３回研修会

で「 パソコンを利用しての特集記事 」のテーマに

ｍ連づけて、各会貝図書室における雑誌特集記事

人力とその利用状況についてアンケート調査を行

い報告した。

事業を抱える申での研究班活動は困難な側面も

多く、今後はテーマを絞り取組ひことも考えられる。

１－４ 会員委託サービスセンター

Ｉ－ ４－ １． ＢＬＬ Ｄセンター

平成３年度のまとめ（１９９１．３．１～ １９９２．２．２０）

１． クーポンの出納

前年度よりの繰越クーポン

今年度購入クーポン

今年度払出しクーポン

クーポン残り枚数

－

３９枚

２０枚

１０枚

４９枚

＊ クーポンは１９９１．３．２９，丸善より

１ブック（２０枚 ）孵入

２。 現金の出納

前年度よりの繰越金

今年度クーポン尉入費

今年度クーポン利用料

４１．２４０円

－２９，４００円

１０，５００円

差引残高 ２２，３４０円

３． センターの利用状況

（１） 利用件数 １６件（ うち謝絶 ６件 ）

（２） 利用した施設 ９病院

内訳：京都南、国立大阪、府立成人病、府

立母子保健、大阪厚生年金、大阪赤十字、

住友、淀川キリスト教、大阪労災

－ ３３－
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１－４－２． 規格用紙サービスセンター

（１） 規格用紙の利用状況

規 格 用 紙 の 種 類 利用枚数 機 関 数 売上金額 ゛

相互貸借用往復ハガキ（ ネーム入） ３，５００枚 ５ ５４，０７５

相互貸借用往復ハガキ（ネームない ３００ １ ４．３２６

逐次刊行物受入カード（ Ａ 様式 ） ３５０ ４ ５．０４７

逐次刊行物受入カード（ Ｂ 様式 ） ４００ ３ ５．７６８

合 計 ４．５５０枚 １３機関 ６９．２１６

＊ 売上金額には消費税を含む。

（２） 規格用紙の受払状況

規 格 用 紙 の 種 類 繰越枚数 作成枚数 売上枚数 残 部

相互貸借用往復ハガキ（ ネーム入） Ｏ枚 ３，５００ ３．５００ ０

相互貸借用往復ハガキ（ネームなし） ４５０ ０ ３００ １５０

逐次刊行物受入カード（ Ａ 様式 ） ９００ ０ ３５０ ５５０

逐次刊行物受入カード（ Ｂ 様式 ） ４００ ０ ４００ ０

（３） 規格用紙関係 現金の出納

収 人 金 額 支 出 金 額

前 年 度 繰 越 金

今 年 度 売 上 金

－ ３，６７１

６９．２１６

ハガキ・カード作成費

（＠１４．００×３，５００）

消 費 税

送 料

包装 ＢＯＸ

４９，０００

１，４７０

３，６７０

４８０

合 計 ６５，５４５ 合 計 ５４，６２０

３４

来年 度繰 越金 １０，９２５ 円
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議案ｎ 平成３年度近畿病院図書室協議会会計報告・監査報告

（ 収入の部 ） 単位：円

費 目 予 算 額 決 算 額 差引 増△減 摘 要

前年度繰越金

会 費

事業収入

会報会誌購読会費

雑 誌 総 合目 録

研 修 会 費

そ の 他

そ の 他

７６２，６５８

１．１３５，０００

７７１，０００

（ ９９．０００）

（ ５５２．０００）

（ １２０，０００）

７６２，６５８

１．０６０，０００

２１０，０００

（ ９１，５００）

（ Ｏ）

（ １１４，０００）

（ ４，５００）

２４．７９２

０

△ ７５，０００

△５６１，０００

（△ ７，５００）

（△５５２，０００）

（△ ６，０００）

Ｈ３ ６６会員 ９９０，０００

Ｈ２ １会員 １５，０００

Ｈ元 １会几 １５，０００

入会金 ４会は ４０．０００

Ｈ３ ２８会員

Ｈ２ １会貝

会誌 ３会員

６１～６３回研修会

初已ヽ者向勉強会

第３回名古屋研修会

会誌売上 ＶＯＬ．１１ ３冊

広 告 料 ２０，０００

銀行利息 ４，７９２

合 計 ２，６６８．６５８ ２．０５７，４５０ △ ６１１，２０８

－３５－
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（ 支 出 の 部 ） 単位：円

費 目 予 算 額 決 算 額 差引 増△減 摘 要

総 会 費

事 務 費

通 信 費

交 通 費

事 業 費

会 報 会誌 発行費

研 修 会 費

総 合 目 録 改 版

そ の 他 の 事 業

資 料 費

雑 費

７０，０００

１００，０００

７０．０００

１８０，０００

１，９８０．０００

（ ７００，０００）

（ １８０，０００）

（ ８００，０００）

（ ３００，０００）

１００，０００

１６８．６５８

６４，５９３

２９．４５０

３６，４４４

２５１，２２０

９０６，９５６

（ ６２８．５７３）

（ ２１５，８５０）

（ Ｏ）

（ ６２，５３３）

６２．６２４

１２，３３９

５，４０７

７０．５５０

３３，５５６

△ ７１，２２０

１，０７３．０４４

（ ７１．４２７）

（△３５，８５０）

（ ８００，０００）

（ ２３７，４６７）

３７，３７６

１５６．３１９

選挙費用、議案書作成費

特別講演謝礼

振込料、封筒印刷

年賀状印刷

事務局、各部会連絡

会員通知用通信費

役員会、幹事会

各部会、ＪＭＬＡ例会・総会

名古屋研修会

印刷費Ｖｌｌ，１８（１）－１８（４）

発送費ＶＩり ８（１）－１８（４）

原稿料、レイアウト用紙

６１～６３回研修会

初心者向勉強会

第３回名古屋研修会

年次統計報告Ｈ２年 ４２，９９５

年次統計報告Ｈ３年１３，５５２

ネットワーク研究班 ５，９８６

医学洋書総合目録８９－９０

ＪＭＬＡ総会参加費

弔電

合 計 ２，６６８．６５８ １，３６３，６２６ １．３０５，０３２

１９９２．２．２７ 現在収支残 高 ２，０５７，４５０ － １，３６３，６２６＝ ６９３，８２４

－３６－
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平 成 ３ 年 度 会 計 監 査

単位：円

収 人 金 額 支 出 金 額

前年度繰越金

会 費

事業収入

会報会誌購読会費

雑 誌 総 合 目 録

研 修 会 費

そ の 他

そ の 他

７６２，６５８

１，０６０，０００

２１０，０００

（ ９１，５００）

（ Ｏ）

（ １１４，０００）

（ ス５００）

２４．７９２

総 会 費

事 務 費

通 信 費

交 通 費

事 業 費

会 報 発 行 費

研 修 会 賞

総 合 目 録 改 版

そ の 他 の 事 業

資 料 費

雑 費

次年度繰越金

６４，５９３

２９．４５０

３６，４４４

２５１，２２０

９０６，９５６

（ ６２８，５７３）

（ ２１５，８５０）

（ Ｏ）

（ ６２，５３３）

６２，６２４

１２，３３９

６９３．８２４

合 計 ２，０５７，４５０ 合 計 ２，０５７，４５０

上記決算については、会計監査を終了しました。

平成４年３月１２日

会計監査 小 山 弘 子

栗 谷 正 枝

議案Ⅲ 平成４年度活動方針

⑩

⑩

事業が控えている。それぞれかなりの労力を要す

ると思われるが、多くの会員の協力を得ながら完

成させたい。

来年度は、分担保存内容を掲載した「総合目録」 医学雑誌総合目録の改訂は会員にとって火急の

改定版の完成を筆頭に、会報を統合した会誌『 病 懸案でもあり、また分担保存も資料廃棄がすすむ

院図書室 』の季刊発行、全国図書室研究会の関西 会員間で一刻も早い事業化が望まれている。その

での開催協力、東海地区との協力拡大など重要な 協力参加については、各会員毎の保存候補リスト

３７
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を配布して協力タイトルを募る計画になっている。

完成は春から夏頃を予定しているが、目録の配布

に当っては既に決定しているように会員の実費負 ３．

担をお願いしなければならない。

会報を会誌『病院図書室 』に統合して季刊化す ４．

るについて、協議会活動との関連では問題は考え

られず定期刊行物としての編集上ではむしろ好都

合な面が多いと考えられる。ただし、新しい『 病 ５．

院図書室 』の年間総頁数を現行の両誌総頁数に準

拠して発行する場合でも、経費の上乗せは避け難

い。一部には長年据え置きの会費値上げの意見も

あったが、とにかく来年度は経費節減と広告費な ６．

どの努力によって会誌『病院図書室 』の季刊発行

を計画することにした。なお、購読会費について

は若干の値上げも止むを得ないだろうとの判断か

ら、経費を元に算定することにした。

日本病院会主催の全国図書室研究会については、

図書室研究会の開催協力、諸研究研修会等

への案内と参加奨励

出版広報活動の継続

会誌『 病院図書室 』の季刊発行

年次統計等の調査活動

年次統計と相互貸借の調査、重複雑誌目録

の作成

研究活動の継続

ネットワーク研究班のうち特に分担保存の

在り方と方法、研究や事例発表への助成金

制度

協力活動の地域的拡大

東海地区への協力活動参加への働きかけ、

名古屋研修会の開催

１９８２年以来隔年に関西で開催し実質的な企画運営 議案ＩＶ 平成 ４年 度 事業 計 画

に当っている。来年度も従来同様に協力を要請さ

れており、これまでの実績から考えて協力してい

くことにしたい。なお、企画や運営においては日 １．「 医学雑誌総合目録 」（ 外国、国内誌 ）改訂

本病院会ともこれまで以上に緊密な連携を持って 版の発行

これに当ることが必要と思われる。 ２． 研修会の開催（ 定例３回うち１回は全国図書

東海地区との協力拡大については今年度、３機 室研究会、名古屋１１］、勉強会数回 ）

関の入会があり一定の成果をあげた。来年度もさ ３．

らに入会を勧めるために当地区の会員を中心に、

協議会からも何等かの普及活動を図る。なおこれ

に関連し、ネットワーク拡大に伴って協議会の名

称についても本格的に再検討する必要もありうる

と思われる。また、名古屋研修会については第４

回目でもあり当地区の会員が主体となって企画、

運営にあたることを考えていきたい。

この他、研 修教育活動や年次統計調査も継続事

４。

５．

会誌『 病院図書室 』第１２巻１－４号 ’９１－’９２

年の発行

年次統計等の調査、及び重複雑誌目録の作成

分担保存の「 医学雑誌総合目録 」掲載による

事業化

６． 東海地区病院図書室への入会促進活動

業として従来通りすすめ、特・こ研修会では初心者 議案 Ｖ 平 成 ４年 度予 算

向けの勉強会の継続、年次統計調査は引き続き東

海地区会員と分担していく予定である。

別掲の通り

１． 医学文献情報活動の推進

「 医学雑誌総合目録 」改訂版の発行、資料

分担保存の実現

２．教育研修活動の継続

定例・名古屋研修会、勉強会の開催、全国

－ ３８



（ 収入の部 ）

平 成 ４ 年 度 予

単位：円

費 目 金 額

前年度繰越金

会 費

平 成 ４ 年 度

平成３年度 未納

平成２年度 未納

入 会 金 未 納

事 業 収 入

会報会誌購読会費

平 成 ４ 年 度

平成３年度未納

雑 誌 総 合 目 録

改訂版（和欧）

研 修 会 費

第６４回事例報告

第６６回 研 修 会

名古 屋 研修会

初 心 者 勉強会

６９３，８２４

１，２７０．０００

＠１５．０００×７３

＠１５．０００× ７

＠１５．０００× ４

④１０．０００× １

８１９．５００

（１３８，０００）

＠ ４，０００×３３

＠ ３．０００× ２

（ ５８４，０００）

＠ ８，０００×７３

（ ９７，５００）

④ ５００＞〈３０＞く１

＠１，０００×３０×１

＠１，５００×３０〉＜１

＠ ５００〉〈１５〉く１

合 計 ２，７８３．３２４

（ 支出の部 ）

病院図書室 Ｖｏ□２Ｎａｌ・２，１９９１・１９９２

算

単位：円

費 目 金 額 摘 要

総 会 費

事 務 費

通 信 費

交 通 費

事 業 費

会報 会誌発行賞

研 修 会 費

総 合 目 録 改 版

そ の 他 の 小 業

資 料 賞

雑 費

７０，０００

５０，０００

５０，０００

２５０．０００

２，１２０，０００

（８７０，０００）

（１５０，０００）

（ ８００，０００）

（ ３００，０００）

１００，０００

１４３．３２４

総会議案丹作成費、送料

特別ｍｍ謝礼、選挙賞用

封筒印刷代、事務用品、

文μ枚写代、年賀状印刷代

引務通信賞

幹小会、各部会、ＪＭＬΛ例会

役員会、他参加交通賞

会誌４号（ｉ２荏ｉ～４）

会報１８巻５－６合併号

印刷発送賞、原稿料 等

研修会資料賞、案内発送費

謂師謝礼、小例報告助成金

雑誌総合目録改訂和・欧文

爪枚雑誌目録作成費

年次統計調査費

ネットワーク研究班活動費

諸研究会への会員参加助成

他

医学洋占総合目録 他

協議会図書購入費

曖弔費、接待費 他

合 計 ２，７８３．３２４

３９
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議案ＶＩ 役 員 改 選 統計調査部

○会計監査

選挙委員により平成４年度の役員選挙が行われ、

幹事９名および会計監査２名が選出された。新役 ○選挙管理委員

員とその役割分担は下記の通りである。

○幹

事

研

局

務

計

部

事

務

総

会

修

編 集 部

松井美抄枝

加島 民子

松本 純子

笠原 廣子

（ 名古屋第一赤十字病院 ）

内海 紀子（ 東大阪生協病院 ）

大久保 緑（ 宇治徳洲会病院 ）

大橋真紀子（社会保険中京病院）

山口 佐保（大坂厚生年金病院）

七浦 紀子（ 大津赤十字病院 ）

（大阪労災病院）

（大阪回生病院）

（住友病院） 議案Ⅶ 会長・事務局長承認
山室真知子 （ 京都南病院 ）

徳田 雅子（ 大阪府立母子保健

総合医療センター）

首藤 佳子

（ 星ケ丘厚生年金病院 ）

前田

山崎

元也 （ 西淀病院 ）

捷子

（ 淀川キリスト教病院 ）

４０

会長には白方誠佃氏（ 淀川キリスト教病院院長）

事務局長には小田中徹也氏（ 国立京都病院司書 ）

が承認された。

以上をもって第１８回総会を閉会した。




